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〈要旨〉

　中国大学生のメンタルヘルス不調が深刻化し，抑うつや自殺問題が喫緊の課題となっている。これまでも中

国の体育学部学生の抑うつの関連要因についての研究はみられるが，男女の違いについては明らかになってい

ない。そこで本研究は，中国体育学部大学生の生活習慣，首尾一貫感覚（SOC），ライフスキルと，抑うつの

関連について男女の違いを明らかにすることを目的とした。中国 2大学の体育学部に所属している男女大学生

287 名（男性 204 名，女性 83 名）を対象に，インターネット調査を行った。属性による群間比較では，男子

学生はゲーム時間 3時間以上で SDS（self-depression�scale）の得点は有意に高く，女子学生は朝食を欠食する，

睡眠時間 6時間以下，相談者がいない学生の SDS 得点が有意に高くなった。さらに，�SDS を従属変数にした

ロジスティック回帰分析を行った結果，男子学生は，ゲーム時間，�SOC の有意味感と処理可能感，ライフス

キル，と，女子学生は朝食の欠食と SOCの有意味感が抑うつに関連することが示された。以上の結果から，�

中国体育部学生の生活習慣が抑うつに関連するが，その内容は男女により違いが見られ，抑うつの予防にはそ

の違いに配慮することが必要な事が示唆された。

〈Abstract〉

　Mental�health�problems�among�Chinese�college�students�are�becoming� increasingly�serious.�So� far,�our�

studies�have�been�conducted�on�factors�related�to�depression�in�Chinese�college�students�of�the�Faculty�of�

Sports;�however,� the�differences�between�male�and� female�students�have�not�been�clarified.�This�study�

aimed�to�clarify�the�differences�between�these�male�and�female�college�students�regarding�lifestyle,�sense�of�

coherence�(SOC),�life�skills,�and�the�risk�of�depression.�An�internet�survey�was�conducted�on�287�students�of�

the�Faculty�of�Sports� (204�males�and�83� females)�of� two�Chinese�universities.�Male�students�who�played�

video�games�more�than�3�hours,�and�female�students�who�skipped�breakfast,�slept�less�than�6�hours,�and�

were�without�a�counselor�scored�significantly�higher�on�the�self-depression�scale�(SDS).�Logistic�regression�

analysis�using�SDS�as�a�dependent�variable�revealed�that�time�spent�playing�video�games,�SOC�meaning�

and�processability,�and�life�skills� for�the�male�students,�and�breakfast�skipping�and�SOC�meaning�for�the�

female�students�were�associated�with�depression.�These�results�suggest� that� the� lifestyle�of� the�Chinese�

sports�students�was�related�to�depression,�and�that�the�factors�related�to�depression�differed�between�the�

male�and�female�students.



83魏・水上／日本保健医療行動科学会雑誌　36（2），2022　82－90

Ⅰ．はじめに　
大学生はうつ病や不安障害などしばしばみられる

メンタルヘルス上の問題（Common�mental�health�

problems，�CMHPs）の発症ピークの年代にあた

る１）。中国大学生のメンタルヘルス不調も深刻化が

指摘されており２），うつ傾向の割合が 22.2％～

48.7％３）４），自殺を考えたことがある大学生は

25.9%５），大学生の自殺率は一般人口より２～４倍

高いこと６）などが報告されている。とくに中国の

体育学部生のメンタルヘルスが非体育学部所属の大

学生より不良であること７）や，不安，抑うつ，興奮，

身体化症状などの検出率が高いことが報告され８），

中国体育学部生のメンタルヘルスの改善や向上は重

要な課題である。しかしながら，これまで中国体育

学部生のメンタルヘルスに影響する要因についての

研究９）10）は散見されるものの，直面するストレス

への対処能力やストレス耐性などの個人的要因とメ

ンタルヘルスの関連を論じた研究は少ない。

大学生のメンタルヘルスに関連する個人的要因と

して首尾一貫感覚（SOC,�sense�of�coherence）があ

る。SOC は，直面する出来事や状況に対して対処

でき，なんとか切り抜けられるという感覚である処

理可能感，直面する出来事や状況を把握でき，将来

の出来事もある程度予測できるという感覚である把

握可能感，困難な出来事を人生における挑戦，やり

がい，意味があることと捉える感覚である有意味感

からなる。中国の大学生の抑うつに SOCが関連す

ることが報告されている 11）12）。我々も体育学部生

のうつと「処理可能感」や ｢有意味感」が関連する

ことを報告した 13）。

また，日常のさまざまな問題や要求に対して，よ

り建設的かつ効果的に対処するために不可欠なライ

フスキル 14）も大学生のメンタルヘルスとの関連が

報告されている。スポーツ活動はライフスキルの獲

得に効果的であり，獲得したライフスキルは，現在

の生活及び将来遭遇する危機的な出来事への対処に

も有効であること 15），日本の大学生において精神

健康を向上させること 16），日本の大学運動部の学

生においてライフスキルの獲得はバーンアウトを抑

制することなどが報告されている 17）。我々は，中

国の体育学部生について，ライフスキルが抑うつの

リスクを低下することを報告した 13）。

ところで日本人大学生の研究から，SOC18）やラ

イフスキル 19）には性差がみられことが報告されて

いる。落合ら 20）は，男性は SOCの高さが主観的健

康観と関連し，女性は SOCの高さが睡眠満足度の

高さやストレスの自覚の低さと関連し，SOC の健

康への関与に性差があることを指摘している。中国

人大学生のメンタルヘルスと SOCやライフスキル

との関係についても男女間での違いがあることが考

えられるが，これまでこの点については検討されて

いない。

また中国の大学生男女でライフスタイルに違いは

みられるものの，ライフスタイルのうつへの関与に

男女差はないとする 21）報告がある一方で，Cao ら

は ,11 歳から 19 歳を対象にした検討でライフスタ

イルとうつの関連に男女の違いがみられることを報

告し 22），一致をみていない。

以上のように，メンタルヘルスに課題が指摘され

ている中国体育学生のメンタルヘルス関連する個人

的要因についてはいまだ研究に乏しく，とくに関連

要因の男女の違いについてはこれまで検討されてい

ない。これらの点を明らかにすることは中国体育学

生のメンタルヘルス支援に重要と考えられる。そこ

で本研究は，中国体育学部大学生の抑うつと，生活

習慣，SOC，ライフスキルとの関連について男女の

違いを検討することを目的とする。

キーワード
中国体育学部学生� chinese�students�of�faculty�of�sports
性差� sex�difference
抑うつ� depression
首尾一貫感覚（soc）� sense�of�coherence（SOC）
ライフスキル� life�skills
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Ⅱ．方法
インターネットによるアンケート調査を行った。

調査期間は 2019 年 11 月～ 12 月であった。

１．対象
中国内で総合大学として中堅上位にランクされる

A大学と B大学の２大学に所属し，研究への同意

が得られた体育学部の学生を対象とした。A大学

は東北地域に存在し，全学生数約 18000 名，体育学

部生は約 500 名である。B大学は南地域に属し，全

学生数約 16,000 名，体育学部生は約 300 名である。

２．調査項目
アンケートは，基本属性（性別，年齢，同胞の有

無，出身地），朝食摂取状況，ゲームの実施時間，

睡眠時間などの生活習慣，大学における支援窓口相

談の有無，相談者の有無，ストレッサーにより構成

された。さらに以下の尺度を用いた。

１）�うつ性自己評価式尺度（Self-rating�Depression�

Scale�，SDS）

Zung23）が作成した抑うつ状態を自己評価する尺

度である。各質問に対して「１点：ない or たまに」

「２点：ときどき」「３点：かなりの間」「４点：ほ

とんどいつも」の４段階で回答し，合計点は 20 点

から 80 点の範囲となる。中国語版は舒 24）が作成し

ている。先行研究 25）で 40 点以上を抑うつ傾向の注

意群としているため，本研究もカットオフポイント

を 39 ／ 40 点とした。

２）首尾一貫感覚尺度（SOC13）

SOC の測定には，日本語版 13 項目版を用い

た 26）。７段階で回答し，合計点が 13 点から 91�点

の範囲であり，得点が高いほど SOCが高いことを

意味する。この尺度は有意味感４項目，処理可能感

４項目，把握可能感５項目から構成されている。中

国版はBao�27）が作成している。

３）大学生における日常生活スキル尺度

島本・石井 28）が作成した大学生のライフスキル

を評価する尺度である。個人的スキル（計画性，情

報要約力，自尊心，前向き思考）と対人スキル（親

和性，リーダーシップ，感受性，対人マナー）から

なる。「１：ぜんぜん当てはまらない」～「４：非

常に当てはまる」までの４段階で回答し，得点が高

いほどスキルの獲得レベルが高いと評価される。中

国語版は陳・土屋 29）が作成している。

３．分析方法
各項目における割合の比較はカイ二乗検定，群間

比較はｔ検定を行った。基本属性や生活習慣の結果

はダミー変数に変換し，日常生活スキル尺度と首尾

一貫感覚の下位因子の得点とともに独立変数とし，

SDS のカットオフポイントで分けた２値を従属変

数（低群（reference）/高群）とした二項ロジスティッ

ク回帰分析（強制投与法）を行った。なお，睡眠時

間のダミー変数は，カテゴリー度数に偏りがみられ

たことから，独立変数から除外した。分析には，

SPSS�Ver.22� for�windows を使用し，有意水準は

５％とした。

４．倫理的配慮
本研究は，筑波大学体育系倫理員会の承認を得て

実施した（体 019-98）。２大学の学長と担当教員に

研究について説明し，文書による同意を得た。学生

には担当教員から口頭と文書による説明が行われ，

アンケートにアクセスするためのURL，QR�Code

が提供された。インターネット調査は，中国で安全

性，信頼性が高い調査ウェブサイトを利用し，匿名

で行われた。回収されたデジタルデータは厳重に管

理された。

Ⅲ．結果
１．体育学部大学生の属性ならびに生活習慣の特徴
Ａ大学・Ｂ大学の体育学部大学生 287 名（男性

204 名，女性 83 名，20.6 ± 2.1 歳）から回答が得ら

れた。体育学部男子学生は都市部出身 130 名

（63.7％），農村部出身 74 名（36.3%），体育学部女

子学生は都市部出身 54 名（65.1%），農村部出身 29

名（34.9%）であり，男子学生と女子学生ともに都

市部出身の割合が農村部出身の割合より多かった。

同胞の有無は，体育学部男子学生は一人っ子 136 名

（66.7%），非一人っ子 68 名（33.3%），体育学部女子

学生は一人っ子 49 名（59.0%），非一人っ子 34 名

（41.0%）であり，男子学生と女性学生ともに一人っ

子の割合が非一人っ子の割合より多かった。朝食は，

男子学生と女子学生とも毎日食べる学生より時々か

毎日欠食する学生の割合が多かった。睡眠時間は，

男子学生と女子学生とも６時間以上の割合が６時間
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以下の割合より多かった。ゲーム時間は，男子学生

と女子学生とも３時間以下の割合が３時間以上の割

合より多かった。相談者の有無については，男子学

生と女子学生とも相談者がいる学生の割合は相談者

がいない学生の割合より多かった。ストレッサーは，

男子学生と女子学生とも学業ストレスの割合が一番

多く，次は生活ストレスが多かった。女子学生

（47.0%）の学業ストレスが男子学生（33.3%）より

多く，男子学生（21.6%）の経済的ストレスが女子

学生（13.2%）より多かったがストレッサーの割合

に男女で有意差は認めなかった（表１）。

２．基本属性や生活習慣と抑うつとの関連
体育学部男子学生はゲーム時間３時間以上がゲー

ム時間３時間以下より SDS 得点が有意に高かった

（p=0.018）。体育学部女子学生は，朝食を時々欠食

か毎日欠食する学生は朝食を毎日食べる学生に比べ

て（p=0.001），睡眠時間６時間未満の学生が睡眠時

間６時間以上に比べて（p=0.003），また，相談者が

いない学生は相談者がいる学生より SDS 得点が有

意に高かかった（p=0.002）。�このほか出身地（都

市部，農村部），同胞の有無（一人っ子，非一人っ子），

支援窓口相談の有無と SDS 得点に男女ともに有意

差は認めなかった（表２）。

３．女大学生のSOCとライフスキルの差異　　
SOC13 合計とその下位尺度について男女による

有意差は認めなかった。ライフスキルについては，

ライフスキルの合計（p=0.005），個人的スキル

（p=0.001）は男子学生が女子学生より有意に高い結

果であった。対人スキルも男子学生が高かったが，

有意差には至らなかった（p=0.052）（表３）。

４．�男女大学生のSDSと SOC，ライフスキルと
の相関分析の結果
男女大学生の SDS は把握可能感，処理可能感，

有意味感，個人スキルと対人スキルといずれも有意

な負の相関が認められた（表４）。

５．男女大学生の抑うつ（SDS）に関連する要因　　
SDSを従属変数（低群（reference）／高群）にした

二項ロジスティック回帰分析の結果を表３に示した。

体育学部の男子大学生は「ゲーム時間」のオッズ比

（95％信頼区間，p値）3.461（1.345-8.904，p=0.010），「処

理可能感」0.790（0.674-0.926，p=0.004），「有意味感」0.802

（0.694-0.927，p=0.003），「個人的スキル」0.838（0.724-0.969，

p=0.017），「対人スキル」1.196（1.068-1.339，p=0.002），

判別的中率は83.8%であった。体育学部の女子大学生

は「朝食欠食の有無」8.931（2.308-34.560，p=0.002），「有

意味感」0.654（0.461-0.928，p=0.017），判別的中率は

80.7%であった（表５）。

表１　体育学部大学生の各属性ならびに生活習慣の特徴
男性（n=204） 女性（n=83） p

出身地 都市部 130（63.7%） 54（65.1%） 0.892
農村部 74（36.3%） 29（34.9%）

同胞の有無 一人っ子 136（66.7%） 49（59.0%） 0.224
非一人っ子 68（33.3%） 34（41.0%）

朝食欠食の有無 毎日食べる 78（38.2%） 38（45.8%） 0.289
時々～食べない 126（61.8%） 45（54.2%）

睡眠時間 ６時間以下 8 （3.9%） 6 （7.2%） 0.240
６時間以上 196（96.1%） 77（92.8%）

ゲーム時間 ３時間以下 134（65.7%） 50（60.2%） 0.417
３時間以上 70（34.3%） 33（39.8%）

支援窓口相談の有無 ある 16 （7.8%） 8 （9.6%） 0.641
ない 188（92.2%） 75（90.4%）

相談者の有無 いる 179（87.7%） 72（86.7%） 0.845
いない 25（12.3%） 11（13.3%）

ストレッサー 学業ストレス 68（33.3%） 39（47.0%） 0.140
経済的ストレス 44（21.6%） 11（13.2%）
就職ストレス 43（21.1%） 15（18.1%）
生活ストレス 49（24.0%） 18（21.7%）

n=287　*:p<0.05,�**:p<0.01,***,�p<0.001� χ 2 検定　
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表２　体育学部男女学生の基本属性や生活習慣と抑うつとの関連
男性（n=204） 女性（n=83）

n M(SD) p n M(SD) p
出身地 都市部 130 42.82（8.49） 0.500 54 42.35（8.28） 0.463

農村部 74 41.97（8.71） 29 41.00（7.34）
同胞の有無 一人っ子 136 43.13（8.29） 0.147 49 43.16（8.43） 0.077

非一人っ子 68 41.28（9.00） 34 40.03（6.90）
朝食欠食の有無 毎日食べる 78 41.12（9.42） 0.067 38 38.79（7.54） 0.001 ***

時々～食べない 126 43.37（7.89） 45 44.49（7.39）
睡眠時間 ６時間未満 8 47.50（7.69） 0.092 6 51.00（4.65） 0.003 **

６時間以上 196 42.31（8.55） 77 41.17（7.72）
ゲーム時間 ３時間未満 134 41.49（8.88） 0.018 * 50 41.52（8.10） 0.615

３時間以上 70 44.46（7.59） 33 42.42（7.79）
支援窓口相談の有無 ある 16 43.19（9.74） 0.742 8 42.13（10.37） 0.927

ない 188 42.45（8.48） 75 41.85（7.73）
相談者の有無 いる 179 42.46（8.46） 0.818 72 40.83（7.46） 0.002 **

いない 25 42.88（9.42） 11 48.73（7.91）
n=287　*:p<0.05,�**:p<0.01,***,�p<0.001� t 検定

表５　男女大学生の抑うつ（SDS）に関連する要因
男性（n=204） 女性（n=83）

オッズ比 信頼区間 p オッズ比 信頼区間 p
同胞の有無（一人っ子） 1.939 0.842-4.466 0.120 0.606 0.165-2.221 0.450
朝食欠食の有無（朝食欠食あり） 1.383 0.619-3.087 0.429 8.931 2.308-34.560 0.002 **
ゲーム時間（ゲーム 3時間以上） 3.461 1.345-8.904 0.010 * 0.965 0.247-3.759 0.959
個人的スキル 0.838 0.724-0.969 0.017 * 0.832 0.666-1.041 0.107
対人スキル 1.196 1.068-1.339 0.002 ** 1.108 0.942-1.303 0.216
把握可能感 0.954 0.867-1.050 0.337 0.933 0.770-1.131 0.478
処理可能感 0.790 0.674-0.926 0.004 ** 1.010 0.812-1.257 0.926
有意味感 0.802 0.694-0.927 0.003 ** 0.654 0.461-0.928 0.017 *
n=287　*:p<0.05,�**:p<0.01,***,�p<0.001� 二項ロジスティック回帰分析

表４　男女大学生の SDSと SOC, ライフスキルとの相関分析結果
相関係数

1 2 3 4 5 6
１．SDS － － 0.404 *** － 0.462 *** － 0.567 *** － 0.505 *** － 0.383 ***
２．把握可能感 － 0.476 *** － 0.655 *** 0.559 *** 0.355 *** 0.197
３．処理可能感 － 0.597 *** 0.687 *** － 0.622 *** 0.514 *** 0.294 **
４．有意味感 － 0.601 *** 0.500 *** 0.627 *** － 0.659 *** 0.452 ***
５．個人的スキル － 0.417 *** 0.395 *** 0.506 *** 0.582 *** － 0.645 ***
６．対人スキル － 0.200 ** 0.246 *** 0.310 *** 0.440 *** 0.751 *** －
n=287（男：204，女：83），上段は女性、下段は男性　*:p<0.05,�**:p<0.01,***,�p<0.001

表３　男女大学生の SOCとライフスキルの差異
男（n=204） 女（n=83）

調査使用尺度 M（SD） M（SD） t p
SDS 42.51（8.56） 41.88（7.95） 0.577 0.564
SOC13 59.46（11.65） 56.63（10.51） 1.921 0.056
　把握可能感 21.33（5.62） 20.06（4.72） 1.811 0.071
　処理可能感 18.34（3.94） 17.36（4.19） 1.880 0.061
　有意味感 19.79（3.99） 19.20（3.27） 1.183 0.200
ライフスキル 74.75（10.60） 70.80（10.62） 2.861 0.005 **
　個人的スキル 36.91（5.45） 34.47（5.67） 3.345 0.001 ***
　対人スキル 37.83（5.88） 36.33（6.04） 1.955 0.052
n=287　*:p<0.05,�**:p<0.01,***,�p<0.001� t 検定
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Ⅳ．考察　

中国２大学の体育学部男女大学生を対象として，

生活習慣，SOC，ライフスキルと抑うつの関連を検

討した。

抑うつの得点は，男子学生 42.51 ± 8.56 点，女子

学生41.88±7.95点，男女に有意差が認められなかっ

た。これは先行研究と一致した結果である３）。

体育学部の男女大学生の抑うつと属性，生活習慣

との関連では，男子学生の「ゲーム時間３時間以上」

の抑うつが不良であった。体育学部女子学生では，

「朝食欠食」，「睡眠時間６時間以下」，「相談者がい

ない」学生の抑うつが不良であった。男女に分けて

SDS を従属変数にしたロジスティック回帰分析の

結果では，�体育学部の男子学生は「ゲーム時間３時

間以上」が抑うつのリスク要因であり，体育学部の

女子学生は「朝食欠食」が抑うつのリスク要因であっ

た。体育学部生のメンタルヘルスに関連する要因と

しては，喫煙，飲酒 30），就寝時間の遅さ 10），朝食

欠食 13）10）や不健康な食習慣３）31），ゲーム時間 13）や

ネット依存 32）などの生活習慣の問題などが指摘さ

れている。今回，男女に分けて分析した結果，体育

学部の男子大学生は「ゲーム時間」が，また女子大

学生は「朝食欠食の有無」や「睡眠時間６時間以下」

が抑うつと関連しており，男女により抑うつに関連

する生活習慣が異なることが示された。先行研究で

は，中国の男子学生は女子学生よりインターネット

利用時間が長く 33），また男子学生が女子学生より

インターネットに熱中しやすいことが報告されてお

り 34），体育系男子学生において，ゲーム時間が長

くなると日常生活や競技生活に影響しやすくなるこ

とが推察される。近年学生の間でゲームが流行して

いるが，体育学部生の場合，ゲーム時間が長くなる

と睡眠時間やトレーニングにも影響する可能性が考

えられる。男子学生のゲーム時間は生活習慣の新た

な警鐘となるものと考えられる。朝食欠食は，体育

系中国学生の男女に関係なく，うつのリスクを高め

ることが報告されている 35）。大学生の朝食欠食に

関する研究を概観した平野・稲葉 36）は，男子より

女子の方が健康意識は高く，欠食率も低いと報告し

ている。したがって女子学生の朝食欠食はメンタル

ヘルスの不良やうつとより関連があることが推察さ

れる。また，相談者がいない体育学部の女子大学生

のメンタルヘルスが不良であることが明らかになっ

た。先行研究では，体育学部女子学生の生活，学習，

人間関係に対して体育学部男子学生よりも不安を感

じやすいことが報告されている 37）。体育学部の女

子大学生の日常生活や競技の中で，情緒的サポート

が男子大学生より必要なこと，学校側は体育系学生

に相談窓口や交流会などサポートを促進する対策が

必要と考えられる。

今回の研究では，メンタルヘルスに関連する要因

として，SOC とライフスキルを検討した。SOC13

の平均得点は男子学生 59.46 ± 11.65 点，女子学生

56.63 ± 10.51 点であり，男子学生の方が高い傾向

を示した（p=0.056）。これまで中国の体育学部大学

生の SOCについて男女別のデータは報告されてい

ないが，日本の体育学部大学生の研究では，高頻度

スポーツ活動を行う男子学生の SOC は 56.5 ± 7.4

点，女子学生 49.0 ± 6.8 点で，男子学生の方が有意

に高い結果18）であった。ライフスキルの平均得点は，

男子学生 74.75 ± 10.60 点，女子学生 70.80 ± 10.62

点で，男子学生が有意に高い結果を示した。ライフ

スキルの男女差については，マレーシアの大学生を

対象にした研究での，男子学生が女子学生より，対

人関係とコミュニケーションや問題解決スキルが良

好であることが報告されている 38）。一方，日本人

大学生アスリート 257 名を対象にWHOの 10 項目

をもとにしたライフスキル尺度を用いた調査では，

女子学生の方のライフスキル得点が高いことが報告

されている 19）。このように男女のライフスキルが

報告により異なる理由は明らかではない。国や対象

となった地域の特徴に関連している可能性が考えら

れるが，この点については今後さらに対象学生や対

象大学を増やした検討が必要である。

体育学部男女学生の抑うつと SOC，ライフスキ

ルの下位尺度にはいずれも有意な負の相関が認めら

れた。さらにロジスティック回帰分析の結果から，

SOCについては，体育学部の男子学生は，「処理可

能感」と「有意味感」が抑うつのリスクを低下し，

体育学部の女子学生は，「有意味感」が抑うつのリ

スクを低下した。すなわち有意味感は男女両方で抑
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うつの抑制因子であった。「有意味感」は，直面す

る問題への対処のしがいが感じられ，日々の営みに

やりがいや生きる意味が感じられるという感覚のこ

とである 26）。日本の大学生を対象にした研究から，

有意味感は把握可能感や処理可能感よりも抑うつに

対する強い影響因子であることが報告されている

が 39），本研究結果から中国の男女学生にとっても

有意味感の向上が抑うつの予防に重要な可能性が示

唆された。また，男子学生は「処理可能感」も抑う

つの抑制因子であった。男子体育学部生の抑うつ予

防対策として，目標を決めそれを一つ一つ達成し処

理可能感を高める支援が重要と考えられた。

ライフスキルと抑うつの関連は，女子学生では認

めなかったが，男子学生では「個人的スキル」が抑

うつのリスクを低下した。「個人的スキル」には，「計

画性」，「情報要約力」，「自尊心」，「前向きな思考」

が含まれる。島本・石井 28）は，日本人大学生の検

討から，個人的スキルの，「情報要約力」，「自尊心」，

「前向きな思考」がうつと負の相関にあることを示

しており，今回の中国の男子体育学生の結果と一致

した。一方，中国の男子学生の「対人スキル」は抑

うつのリスクを高める因子として示された。「対人

スキル」には，「親和性」，「リーダーシップ」，「感

受性」，「対人マナー」が含まれる。陳ら 40）は日中

の大学生のライフスキルの比較から，中国の学生は

総じて個人的スキルが日本人学生より高く，日本人

学生は対人スキルが高かったことを報告し，やさし

さや気遣い，もてなしなどの日本的文化と，自分を

中心とした同心円に基づく人間関係を構築する「グ

ワンシ」という中国文化の対比をみている。対人ス

キルは，日本人大学生にとって教員や学生間でコ

ミュニケーションを円滑に行うために必要なスキル

であるが 41），「学業中心」，「勝利中心」，「自己中心」

的な傾向がみられる中国 29）では，対他的配慮が高

いとストレスを抱えやすくなる可能性が推察され

る。男子学生のみに対人スキルと抑うつとの関連が

認められた理由は明らかではないが，儒教思想の影

響が大きい中国社会において，男子学生は社会の期

待と個人の理想，両親から教わった伝統的な価値観

と学校で培われた現代的価値観との葛藤が生じやす

いことが指摘されており 42），ライフスキルにおい

ても現代的な対人スキルの獲得が葛藤を生じ抑うつ

傾向を高める可能性が推察される。

なお，本研究には幾つかの限界がある。対象校が

少なかったこと，また，体育学部の女子学生のサン

プルサイズが少なかったから，サンプルバイアスの

影響が否定できない。今後対象者や対象校を増やし

て検討する必要がある。

Ⅴ．結論
中国体育学部学生において，抑うつ関連要因の男

女による違いを明らかにする目的でインターネット

によるアンケート調査を実施した。その結果，生活

習慣では男子学生はゲーム時間の長さが，また女子

学生は，朝食の欠食や睡眠時間の短さがが抑うつと

関連した。また SOCについては男女ともに有意味

感がよくうつのリスク低下と関連したが，男子は処

理可能感も抑うつリスク低下と関連することが示さ

れた。

ライフスキルは男子学生のみ抑うつのリスクと関

連した。男子学生の個人的スキルが抑うつのリスク

低下に，また対人的スキルが抑うつのリスク因子で

あることが示された。

以上から，中国の体育学部男女学生では，抑うつ

のリスク因子が異なることが示され，メンタルヘル

ス支援対策においては，これらの違いを考慮する必

要があることが示唆された。
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